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８
月
３０
日
豸
衆
議
院
議
員
選
挙
お
よ
び
、

９
月
６
日
豸
市
長
・
市
議
会
議
員
選
挙
の

投
票
所
と
な
る
「
ゆ
ま
に
て
」
で
は
、
住

民
票
な
ど
の
各
種
証
明
書
の
請
求
の
受
け

付
け
お
よ
び
交
付
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
 

　
な
お
、
市
役
所
お
よ
び
資
料
館
は
、
通

常
ど
お
り
受
け
付
け
し
ま
す
。
 

J
市
民
課
蕁
A
２
１
０
 

  　
現
在
工
事
を
し
て
い
る
八
潮
駅
南
口
の

交
通
広
場
や
そ
の
広
場
に
ア
ク
セ
ス
す
る

道
路
が
、
８
月
３１
日
か
ら
利
用
で
き
る
よ

う
に
な
る
予
定
で
す
。
 

　
そ
れ
に
伴
い
、
バ
ス
路
線
の
変
更
も
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
変
更
内
容
は
、
既
存

の
バ
ス
停
等
に
掲
示
さ
れ
ま
す
の
で
、
そ

ち
ら
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
 

J
南
部
事
業
推
進
課
蕁
A
４
６
１
 

  Q
８
月
２３
日
豸
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
第
４
部
は
平
常
ど
お
り
 

J
市
民
温
水
プ
ー
ル
蕁
９３６
・
６
８
２
４
 

  　
こ
の
調
査
で
は
、
国
の
家
計
の
実
態
を

把
握
し
ま
す
。
調
査
内
容
は
、
主
に
家
計

簿
の
記
入
で
す
。
８
月
下
旬
頃
、
調
査
員

が
皆
さ
ん
の
お
宅
に
伺
い
ま
し
た
ら
、
ご

記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

調
査
地
域
　
木
曽
根
、
伊
勢
野
、
古
新
田
、

垳
、
大
瀬
の
一
部
地
域
 

J
企
画
経
営
課
蕁
A
４
５
４
 

   　
市
で
は
、
市
民
の
方
が
市
内
施
工
業
者

を
利
用
し
て
住
宅
改
修
工
事
を
行
う
場
合

に
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
市
民
の
方
に
補

助
す
る
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
市
内

産
業
の
振
興
の
た
め
、
こ
の
制
度
を
利
用

し
、
受
注
の
増
加
に
つ
な
げ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 

N
▼
市
内
に
住
民
登
録
ま
た
は
外
国
人
登

録
の
あ
る
方
▼
申
込
日
現
在
、
市
税
の
滞

納
が
な
い
方
▼
既
に
同
じ
住
宅
で
同
補
助

を
受
け
て
い
な
い
方
 

対
象
と
な
る
工
事
等
 

▼
市
内
に
事
業
所
を
有
す
る
施
工
業
者
が

行
う
住
宅
改
修
工
事
（
例
＝
居
室
・
浴
室
・

台
所
・
ト
イ
レ
等
の
改
修
、
建
物
の
内
外

装
の
修
繕
、
居
室
の
増
築
、
耐
震
工
事
等
）

▼
２０
万
円
以
上
（
税
別
）
の
改
修
・
増
築

工
事
▼
平
成
２２
年
３
月
３１
日
ま
で
に
完
了

す
る
工
事
▼
市
で
実
施
す
る
同
様
の
補
助

制
度
と
重
複
し
て
い
な
い
工
事
▼
申
込
者

が
所
有
し
、
居
住
す
る
個
人
住
宅
に
対
す

る
工
事
 

※
本
補
助
金
の
申
し
込
み
が
工
事
着
工
前

で
あ
る
こ
と
 

P
改
修
工
事
に
要
し
た
経
費
（
当
初
の
見

積
額
の
範
囲
内
）
の
う
ち
、
５
パ
ー
セ
ン

ト
に
相
当
す
る
額
（
限
度
額
１０
万
円
、
１

０
０
０
円
未
満
切
り
捨
て
）
 

M
平
成
２２
年
３
月
１９
日
ま
で
に
、
商
工
観

光
課
（
蕁
A

４
７
９
）
へ
※
予
算
枠
を
超

え
た
場
合
は
、
受
け
付
け
を
終
了
し
ま
す
。
   　

館
内
清
掃
の
た
め
、
９
月
６
日
豸
・
１３

日
豸
を
臨
時
休
館
と
し
ま
す
。
 

J
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
す
ら
ぎ

蕁
９９７
・
８
５
５
３
 

   　
第
二
工
場
ご
み
処
理
施
設
（
草
加
市
柿

木
町
）
を
建
設
す
る
に
あ
た
り
、
環
境
影

響
評
価
準
備
書
の
縦
覧
お
よ
び
説
明
会
と
、

都
市
計
画
案
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。
 

①
環
境
影
響
評
価
準
備
書
の
縦
覧
 

Q
８
月
２８
日
貊
〜
９
月
２８
日
豺
（
土
・
日
・

祝
日
を
除
く
）
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

３０
分
 

L
市
環
境
リ
サ
イ
ク
ル
課
 

※
意
見
等
は
、
８
月
２８
日
か
ら
１０
月
１３
日

ま
で
に
、
草
加
市
住
宅
・
都
市
計
画
課
（
〒

３４０
―
８
５
５
０
住
所
不
要
）
へ
 

●
説
明
会
 

　
埼
玉
県
環
境
影
響
評
価
条
例
に
基
づ
き
、

環
境
影
響
評
価
準
備
書
に
関
す
る
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。
 

Q
９
月
４
日
貊
　
午
後
７
時
〜
９
時
 

L
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
八
條
６６５
）
 

J
市
環
境
リ
サ
イ
ク
ル
課
蕁
A
２
３
４
 

②
都
市
計
画
案
の
縦
覧
 

Q
９
月
２９
日
貂
〜
１０
月
１３
日
貂
（
土
・
日
・

祝
日
を
除
く
）
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

３０
分
 

L
市
都
市
デ
ザ
イ
ン
課
、
草
加
市
住
宅
・

都
市
計
画
課
 

O
草
加
都
市
計
画
第
二
工
場
の
変
更
に
つ

い
て
 

※
意
見
等
は
縦
覧
期
間
内
に
、
書
面
で
草

加
市
住
宅
・
都
市
計
画
課
（
〒
３４０
―
８
５

５
０
住
所
不
要
）
、
市
都
市
デ
ザ
イ
ン
課

（
〒
３４０
―
８
５
８
８
住
所
不
要
）
へ
 

J
市
都
市
デ
ザ
イ
ン
課
蕁
A

２
７
０
、
草

加
市
住
宅
・
都
市
計
画
課
蕁
９２２
・
１
７
９

８
 

  Q
９
月
１３
日
豸
　
午
後
１
時
〜
７
時
 

O
司
法
書
士
に
よ
る
、
多
重
債
務
者
の
債

務
整
理
に
関
す
る
電
話
相
談
会
 

相
談
専
用
電
話
　
蕁
０４８
・
８６２
・
１
６
１
２

（
開
催
当
日
の
み
通
話
可
）
 

P
無
料
 

J
埼
玉
青
年
司
法
書
士
協
議
会
・
大
鹿
蕁

０
４
８
０
・
３１
・
９
２
４
３
 

  Q
９
月
２３
日
豢
　
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時
 

L
埼
玉
司
法
書
士
会
越
谷
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー
（
越
谷
駅
東
口
下
車
徒
歩
５
分
）
 

O
一
人
暮
ら
し
の
今
後
が
心
配
、
遺
産
分

割
協
議
を
し
た
い
が
父
が
認
知
症
で
ど
う

し
た
ら
よ
い
か
、
知
的
障
が
い
を
持
つ
子

ど
も
の
将
来
が
心
配
、
年
金
が
母
の
た
め

に
使
わ
れ
て
い
な
い
み
た
い
…
な
ど
の
相

談
を
予
約
制
で
受
け
付
け
ま
す
。
 

相
談
専
用
電
話
　
蕁
０４８
・
８７２
・
８
０
５
５
 

（
開
催
当
日
の
み
通
話
可
）
 

P
無
料
 

M
電
話
で
、
埼
玉
司
法
書
士
会
（
蕁
０４８
・

８６３
・
７
８
６
１
）
へ
 

   　
県
で
は
、
大
気
環
境
を
改
善
す
る
た
め
、

デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
の
運
行
規
制
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
規
制
に
対
応
し
て
粒
子
状
物

質
減
少
装
置
を
装
着
す
る
場
合
、
補
助
金

を
交
付
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
当
補
助
金

は
本
年
度
で
終
了
と
な
り
ま
す
。
 

N
▼
平
成
２１
年
４
月
１
日
現
在
の
県
内
登

録
車
▼
車
両
総
重
量
が
３．５
ト
ン
超
の
デ
ィ

ー
ゼ
ル
車
（
貨
物
・
乗
合
・
特
種
自
動
車
）

▼
長
期
規
制
適
合
車
（
型
式
が
Ｋ
Ｋ
―
、

Ｋ
Ｌ
―
等
）
▼
初
度
登
録
が
平
成
１５
年
４

月
以
降
の
車
 

P
装
置
装
着
費
用
の
４
分
の
１
以
内
（
車

両
一
台
１０
万
円
以
内
、
一
申
請
者
２００
万
円

以
内
）
※
予
算
額
に
達
し
次
第
終
了
 

M
平
成
２２
年
１
月
２９
日
ま
で
に
、
県
青
空

再
生
課（
蕁
０４８
・
８３０
・
３
０
６
３
、
土
・
日
・

祝
日
を
除
く
※
受
付
時
間
＝
午
前
９
時
３０

分
〜
１１
時
３０
分
・
午
後
１
時
〜
４
時
）
へ
 

  　
中
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業
で
働
く
従

業
員
の
た
め
の
外
部
積
立
型
の
国
の
退
職

金
制
度
で
す
。
 

　
掛
金
助
成
や
税
法
上
の
優
遇
な
ど
、
有

利
な
特
典
が
あ
り
ま
す
。
安
全
・
確
実
な

中
退
共
制
度
を
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

J
中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部
蕁
０３

・
３
４
３
６
・
０
１
５
１
 

  　
建
退
共
制
度
は
、
建
設
現
場
労
働
者
の

福
祉
の
増
進
と
建
設
業
を
営
む
中
小
企
業

の
振
興
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
制
度

で
す
。
 

▼
国
の
制
度
な
の
で
安
全
、
確
実
、
申
し

込
み
手
続
き
は
簡
単
で
す
。
▼
経
営
事
項

審
査
で
加
点
評
価
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

▼
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま
す
。
▼

掛
金
は
事
業
主
負
担
と
な
り
ま
す
が
、
法

人
は
損
金
、
個
人
で
は
必
要
経
費
と
し
て

扱
わ
れ
、
税
法
上
全
額
非
課
税
と
な
り
ま

す
。
▼
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職
金
は

企
業
間
を
通
算
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。
 

N
事
業
主
＝
建
設
業
を
営
む
方
、
労
働
者

＝
建
設
業
の
現
場
で
働
く
方
 

O
日
額
３１０
円
 

J
建
退
共
埼
玉
県
支
部
蕁
０４８
・
８６１
・
５
１

１
１
 

  Q
１０
月
２
日
貊
　
午
後
１
時
〜
４
時
３０
分
 

L
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
４
階
市
民

ホ
ー
ル
（
大
宮
駅
西
口
下
車
徒
歩
５
分
）
 

N
平
成
２２
年
３
月
に
大
学
・
短
大
・
専
門

学
校
等
を
卒
業
見
込
み
か
、
卒
業
後
３
年

以
内
の
方
 

O
企
業
約
５０
社
が
参
加
す
る
入
退
場
自
由

の
面
接
会
。
参
加
企
業
一
覧
を
配
布
。
 

K
履
歴
書
（
複
数
）
 

P
無
料
 

J
埼
玉
県
雇
用
対
策
協
議
会
蕁
０４８
・
６４７
・

４
１
８
５
 

  

Q
９
月
２６
日
貍
　
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時
 

L
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
４
階
サ
ポ

ー
ト
ル
ー
ム
（
大
宮
駅
西
口
下
車
徒
歩
５

分
）
 

O
▼
解
雇
・
退
職
勧
奨
、
賃
金
不
払
い
等

の
労
働
問
題
▼
労
働
保
険
・
社
会
保
険
▼

就
業
、
住
宅
、
生
活
に
関
す
る
窓
口
の
案

内
 

P
無
料
 

J
埼
玉
県
労
働
相
談
セ
ン
タ
ー
蕁
０４８
・
８３０

・
４
５
２
２
 

Q

L

O

K

R

M

J

N

P

ク
レ
ジ
ッ
ト
・
サ
ラ
金
１１０
番
 

求
人
企
業
合
同
面
接
会
 

知
っ
て
い
ま
す
か
？
建
退
共
制
度
 

解
雇
等
緊
急
労
働
相
談
会
 

平
成
２１
年
全
国
消
費
実
態
調
査
 

市
民
温
水
プ
ー
ル
の
一
般
利
用
休
止
 

市
民
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
 

八
潮
駅
南
口
オ
ー
プ
ン
 

「
や
す
ら
ぎ
」
臨
時
休
館
 

退
職
金
は
国
の
制
度
で
 

デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
へ
の
粒
子
状
物
質
 

減
少
装
置
装
着
に
対
す
る
補
助
 

東
埼
玉
資
源
環
境
組
合
第
二
工
場
 

ご
み
処
理
施
設
の
建
設
に
向
け
て
 

市
内
住
宅
改
修
施
工
業
者
の
方
へ
 

＝
住
宅
改
修
資
金
補
助
金
制
度
＝
 

全
国
一
斉
成
年
後
見
相
談
会
 

（映画「おくりびと」の１シーン） 
【再就職はしたものの、辞めるに辞められず、妻にも打ち明けられないまま続けていた納棺
師という仕事であったが、その仕事に徐 に々誇りと生きがいを見いだしていきます。しかし、
うわさを聞いた友人からは、「もっとまともな仕事に就け。」と言われ、また、夫の仕事を知っ
た妻からは、「子どもがいじめられる。」「けがらわしい。」と、家を出て行かれてしまいます。
その後、偶然にも身近な人の納棺をする夫の仕事を目の当たりにした妻は、その誠意を尽
くす心のこもった仕事ぶりに、自分が間違っていたことに気づき、理解していきます。・・・・】 
 
　あなたは、この映画の光景のような偏見や差別的なことを見たり聞いたり、偏見的な目
で見てしまったことはありませんか。何のいわれもない偏見や差別を受けた側では、ほんの
些細なことでも大きな心の傷となってしまいます。 
　８月は「人権尊重社会をめざす県民運動強調月間」です。私たち一人ひとりが、人権
についてもう一度考え、偏見や差別のない明るい社会にしたいものです。 
J社会教育課蕁B３５７ 

Q８月２７日貅　午前１０時～午後４時３０分 
L大宮ソニックシティ 
O人権作文表彰・発表、人権講演会※講師＝橋幸夫さん（歌手）、ハートフルライブ※
出演＝マナカナさん、講演会※講師＝舞の海秀平さん、ファミリーコンサート＆握手
会※出演＝井上あずみさん　ほか、人権啓発イベントを多数開催 

P無料 
J県人権推進課蕁０４８─８３０─２２５５ 

人権それは　愛 
あなたの周りには、偏見や差別はありませんか？ 

ヒューマンフェスタ2009さいたま 


